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第４回多摩市自治推進委員会 要点記録 

平成２５年１２月１９日（木）１８：３０～２０：３０ 

多摩市役所３階 特別会議室 

出席者：安藤委員長、松本副委員長、川添委員、小嶋委員、田中委員、横山委員 

事務局：企画政策部長、企画課長、企画課主査、企画課主事 

審 議：今後の取り組みについて 

 

 

□開会 

 

委員長    前回の議論の中で、自治会・町会・管理組合が、必ずしも地域で抱える課 

題（高齢者・障がい者を取り巻く問題、子育てに関する問題など）に対応で 

きていないことがわかった。  

今回は、そうした地域課題に対し、現在行政がどのように取り組んでいる 

のかを学んだ後、今後の取り組みについて議論していきたい。 

まずは、本日の配付資料のうち、「公共施設の見直し方針と行動プログラム 

（平成２５年１１月）」に関して、事務局から説明をお願いしたい。 

 

       資料１、２に基づき、事務局から説明を行った。 

 

委員長    今の説明でご意見等はあるか。本プログラムを進めていく上で重要なこと 

は、市民（市内事業者、非営利活動団体等を含む）が主体的に動けるような 

仕組みを作ることである。 

そのためには、例えば、資料をビジュアル化するなど、市民にわかりやす 

く伝えるための工夫が必要である。また、行政、市民がそれぞれどのような 

役割を担うのかなど、行政として軸となる考え方を示すことが必要である。 

 

副委員長   本プログラムについて、議会へ陳情が出ているということだが、自治の推 

進という観点からは、逆に、市民と対話する機会が生まれたとポジティブに 

捉えることもできる。大切なことは、きちんと市民に情報提供した上で、市 

民に施設の必要性や活用方法等について考えていただき、判断していただく 

ことである。 

  

事務局    本プログラムについては、今後とも市民説明会を繰り返し行い、可能な限 

り早い段階で市民と情報共有し、丁寧な議論を重ねていきたい。 

 



2 

 

委員長    次に、本日の配付資料のうち、前回の補足資料である「自治会・町会・管 

理組合に対する助成金・補助金」及び「民生委員の充足率」について事務局 

から説明をお願いしたい。 

 

 資料６～８に基づき、事務局から説明を行った。 

 

委員長    今の説明でご意見等はあるか。 

 

委員     自治会・町会・管理組合に対する助成金・補助金 について、市役所のどの 

部署が情報を集約しているのか。また、市民に情報提供するのは、どの部署 

か。 

 

事務局    市役所の中で、助成金・補助金の情報を集約するのは企画政策部の企画課・ 

財政課である。また、市民への情報提供は、個別の部署で行っている。例え 

ば、自治会に対しては市民活動支援課、民生委員に対しては福祉総務課が行 

っている。 

 

委員長    次に、本日の配付資料のうち、「多摩ニュータウン再生に係る取組み」につ 

いて、事務局から説明をお願いしたい。 

 

       資料３～５に基づき、事務局から説明を行った。 

 

副委員長   多摩ニュータウン再生への取組みについて、今回の「多摩ニュータウン再 

生検討会議」や、京王電鉄と多摩市の包括連携協定などを見ると、真剣に取

り組み始めていると感じる。重要なことは、計画を立てるだけではなく、で

きることから次々に取り組んでいくことである。 

 

委員     多摩ニュータウン再生のためには、就労の場の確保が必要である。例えば、 

ポーランドのある都市では、人口減少に伴い、建物の減築や解体を進め、そ 

の跡地に流通・産業の拠点となる施設を誘致している。  

 

委員長    やはり、人が寄ってこないと都市は再生しないと思う。どのように人が集 

まってくる環境を作るのか。 

 

委員     道路、公園の先進的な活用事例として、オープンカフェや公園内のコンビ 

ニ設置等がある。工夫次第で、公共用地に人が集まってくる環境を作ること 

はできる。 
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副委員長   資料４「多摩ニュータウン再生シナリオ案」の「目指すべき都市像」につ 

いて、もう少し具体的で人が惹き付けられるような魅力があると良いと感じ 

る。例えば、「創業者があふれるまち」というのはいかがか。私が関わってい 

るビジネススクエア多摩の創業塾には、面白いアイデアを持っている方が多 

い。 

 

委員     確かに、面白い取組みをしていると人は集まってくる。そうした活動の拠 

点として学校跡地等の公共施設を活用できないか。 

 

委員     資料３「多摩ニュータウン再生検討会議 パワーポイント資料」で、若い 

世代が市外へ転出しているというデータがあったが、結局、子育て面の魅力 

があると若い世代は移住してくる。 

       また、個人的には、今後の地域図書館の在り方について考えていきたい。 

 

委員     確かに、若い世代が市外へ転出していることが驚きだった。私の知り合い 

でも、多摩市で働きたいという人は聞いたことが無い。今後、この問題につ 

いてどうすれば良いか考えていきたい。 

 

委員長    次回以降、テーマを決めていきたい。 

       次回の開催日は、１月１６日木曜日とする。これで第４回委員会を閉会す 

る。 

 

□閉会 


